
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当法人では、平成 30 年北海道胆振東部地震に際し、Wellbe Design 足湯チームを結成し、

札幌市立大学の教職員からなる足湯チームと共に胆振３町での被災者の支援活動を行って

きました。 

活動の目標 

 ハイリスクの被災者を適切なケアに結び付けることにより、災害関連死や重症化を予防 

 足湯やサロン活動を担う新たな団体の結成と同様の取り組みをする団体とのネットワーク化（北海

道は 179 市町村中 122 市町村が人口１万人を割る小規模自治体のため、居住する市町村内にケアや

コミュニティ形成を支援するボランタリーな団体がほとんどない） 

実施内容 

 2018 年 9 月 24 日より、認定 NPO 法人レスキューストックヤードと連携し、むかわ町の避難所で

足湯活動を実施している。その後、同様の活動を行う 11 の団体と共に、10 月 8 日に北海道足湯隊

を発足し協働のもと支援活動にあたっています。 

 活動における現地との調整や、足湯活動の方法などについては、被災直後から現地入りし、他被災

地でも足湯活動を含めた生活再建の支援を行っている認定 NPO 法人レスキューストックヤードに、

北海道足湯隊のアドバイザーとして関わっていただき、定期的なアドバイスをもらい、実践してき

ました。 

平成 30 年北海道胆振東部地震に関わる支援活動 

足湯ボランティア活動報告 

札幌市立大学足湯チーム＆Wellbe Design 足湯チーム 



 活動場所は、胆振３町（厚真町、安平町、

むかわ町）の避難所や仮設住宅の談話室と

し、避難された方や、仮設住宅の入居者、

在宅で避難している方に対し、足湯や手の

マッサージを行うことで、心身へのケアに

取り組みました。 

 また、足湯と共にお茶会スペースを設け、

被災者の方々がゆっくりとお話できる空間

を用意することで、新たなコミュニティ形

成の場になったと感じています。 

 被災された方と足湯を通しながらコミュニ

ケーションを図ることで、生活する上での

不安や身体状況の変化をお聞きし、その声

を“つぶやき”として記録し、必要に応じて、

町の保健師や、社会福祉協議会の職員と情

報共有することで、その後の新たな被災者

個々に対する支援活動の展開に反映されて

います。 

 その他、現地での活動以外に月１回の合同

ミーティングを行い、活動者同士で状況共

有を図っている。現在では、各町主催のイ

ベント企画、住民組織の企画、支援者同士

の企画とのコラボを行うなど、長期的な支

援活動へと発展しています。 

活動実績 

１）活動者人数  20 名（延べ 73 名） 

２）活 動 回 数  33 回（日） 

３）提 供 人 数  約 300 名 

※2018 年 9 月 24 日～2019 年 3 月 31 日まで 

４）ミーティング  計５回開催 

・2018 年 10 月 31 日 第 1 回足湯隊合同ミーティング（参加者 22 名） 

・2018 年 11 月 29 日 第 2 回足湯隊合同ミーティング（参加者 15 名） 

・2019 年 01 月 21 日 第 3 回足湯隊合同ミーティング（参加者 18 名） 

・2019 年 02 月 20 日 第 4 回足湯隊合同ミーティング（参加者 16 名） 

・2019 年 03 月 20 日 第 5 回足湯隊合同ミーティング（参加者 11 名） 

活動の成果 

 活動当初は、避難所の活動が主だったため、対象者からは住宅被害の状況や、身体状況の変化、今

後の生活の不安について、お聞きすることが多く見られた。11 月以降は、仮設住宅での生活が始ま

り、元々他地区で生活されていた方達との生活に対し、住民同士の関係性の構築に悩みを抱える方

や、冬季の仮設住宅の使用方法に悩みを抱えている方が表れていた。こうした、避難所から仮設住



宅へ生活拠点が変わっていく中で、見受けられた生活課題については、町の保健師に伝えることで、

被災者個々に対する支援活動に反映することが出来た。 

 北海道足湯隊に加盟することで、当団体を含め多種多様な 12 団体が協働して被災地支援に関わる

ことができた。また、福祉の専門性の高い団体が多かったこともあり、それぞれの専門的視点から

見える被災地の課題や気付きについても、現地の行政や社協と共有することでその後の支援につな

がった。 

 定期的に活動を継続することで、各地域の被災者の方に顔を覚えてもらうなど、足湯活動に参加す

るリピーターの方が増えてきている。足湯活動の場を通して、久しぶりに顔を合わせる住民の方も

おり、住民同士の交流の機会になっていると感じている。 

助成金の使途 

１）旅費交通費  604,630 円 

構成団体及び足湯隊員との通信費用等 

２）謝金  240,000 円 

従事車両のガソリン代、高速費用等 

３）消耗什器備品費 021,414 円 

文具及び足湯構成団体用活動ファイル等消耗品の購入費用等 

４）印刷製本費  010,261 円 

パソコン周辺機器及び Omoidori Project 用の機材購入費用等 

５）雑費  011,689 円 

足湯ミーティングや配布資料の印刷費用等 

合   計 887,994 円 

お礼 

この度は日本財団様からの助成金を活用させていただきありがとうございます。 

過去の被災地においても被災者の心身のケアに効果的であった「足湯」の取り組みを、経験豊富な

支援団体の皆様のご協力により北海道でも実施できました。私たちの活動では 20 名のボランティ

アにより、33 日間、約 300 名のみなさまの心を温め、手もみを通したふれあいのあるコミュニケ

ーションをとらせていただきました。 

季節は徐々に春に近づきましたが、被災地で暮らす皆様の中には未だ過酷な状況に置かれている方

も多くいらっしゃいます。ご支援いただきました活動を今後も継続して実施し、引き続き活動が行

えるよう取り組んでいきたいと思っています。 

2019 年 3 月 31 日 

「北海道足湯隊」事務局       

 

写真提供：認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード、認定特定非営利活動とちぎボランティ

アネットワーク、真宗大谷派(東本願寺)北海道教区 災害支援ネットワーク「じゃがネット」 


